
様式第３号（第 10 条関係） 

 

 

令和３年２月２２日 

 

新富町長        殿 

 

住所 新富町大字上富田７４９１番地 

氏名 有限会社 しんとみ 

   代表取締役 新富太郎 ㊞ 

 

 

補助金実績報告書 

 

 

令和２年１１月１１日付けシレイ第○○○号にて交付決定を受けた 

補助金について、その実績の関係書類を添えて報告する。 

 

 

添付書類 

１ 収支決算書 

２ 事業総費用の支払いが確認できる書類（領収書の写し等） 

３ 事業実施の確認が取れるもの（チラシ、写真等） 

４ 補助金請求書 

５ その他町長が必要と認めた書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 入 例 



令和２年度   事 業 報 告 書 

 

事 業 内 容 備  考 

別紙『新富町商工業振興補助金実績報告付帯資料』のとおり  

 

 

 

令和２年度   収 支 決 算 書 

 

 収 入 の 部                                    （単位：円） 

科 目  決 算 額 備考  

町補助金 ４００，０００  

自己負担金 ２００，０００  

   

合 計  ６００，０００  

 

 支 出 の 部                                    （単位：円） 

科 目  決  算  額  備考  

機器導入費 ３００，０００  

システム構築委託費 ３００，０００  

   

合 計  ６００，０００  

 



新富町商工業振興補助金実績報告付帯資料 

 

1.令和２年度 事業実績 

現状分析 

 

 

 

 

会計用のレジスターを使用しているが、消費税改正への対応、売

り上げ分析ができず苦慮している。本レジスターの導入度１０年

を迎え、今年中にリースアップを迎える。 

請求書や領収書の発行事務が手書きでの対応となっており、これ

らの作成の間、顧客を待たせてしまうケースが多々ある。 

売掛金を手書台帳での管理としているため、記載漏れ等により顧

客とのトラブルも発生している。 

本事業の目的 

 

 

 

 

情報分析機能付きレジスターを導入し、売上分析、商品分析など

の管理を行い店舗運営の健全化を図る。 

請求書・領収書発行のシステム化により経営の合理化を図るとと

もに、適切な売掛金管理を行う。 

事業内容 

 

 

 

 

情報分析機能付きレジスターの導入 

 

事業実施による効果 

 

 

 

 

 

 

情報分析機能付きレジスターを導入し、売上分析、商品分析を実

施することにより販売金額の増を目指すとともに、適切な仕入管

理機能の利用によりロスのない仕入を実施しコスト縮減にもつ

ながった。 

請求書・領収書発行のシステム化により、発行にかかる事務ロス

の低減を図るとともに、売掛金についてシステム管理が可能とな

った。 

 

 



請 求 書 
 

 

 

金額 

億 千 百 拾 万 千 百 拾 円 

  

￥ ４ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

 

ただし、令和２年度新富町商工業繁盛店育成支援事業補助金として、上記のとおり請求い

たします。 

 

 

令和３年  月  日 

※日付は抜きで提出ください。 

 

 

新富町長        殿 

 

 

住所 

 

新富町大字上富田７４９１番地 

氏名 

 

有限会社 しんとみ 

代表取締役 新富 太郎 ㊞ 

 

振
込
口
座
名 

金融機関名 ○○銀行 

支店名等 ○○支店 

口座種類 普通 

口座番号 ○○○○ 

フリガナ ユウゲンガイシャシントミ 

口座名義人 
有限会社 しんとみ 

代表取締役 新富太郎 

電話（連絡先） 0983-33-6029 

 


